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新型インフルエンザの発生に係る対応について（依頼）
　標記のことにつきまして、８月に入り学校でのインフルエンザ罹患の報告が増えているそうです。

つきましては、今後の大流行へ備え、下記の点につきまして、貴競技(チーム)関係指導者はもとより選手および保護者へ周知・徹底するようご協力をお願いいたします。
記

１　以下①～④について選手、保護者及び指導者へ知らせ、徹底すること。

⑴感染予防対策（うがい・手洗い・咳エチケット）を徹底すること。
⑵家庭での健康観察を行い、発熱等のインフルエンザ様症状がある場合は、チーム活動等への参加を控えること。
　　※「インフルエンザ様症状」とは、①３８℃以上の高熱がある　②全身のだるさ・関節痛・喉の痛みなどがある場合のこと
⑶医療機関を受診する際は、必ず、事前に医療機関に連絡し、マスクを着用して受診すること。
⑷インフルエンザにかかった場合は学校および各チーム責任者へ連絡すること。
２　今回のインフルエンザは、慢性呼吸器疾患や慢性心疾患等の基礎疾患を有する方や妊娠中の方、

乳幼児が重症化するリスクが高いとされていることに留意し、特に、こうした選手やその保護者に対して、感染が疑われる場合等は早期受診・早期治療を勧めること。

３　各チームにおいては、活動前に必ず選手の健康観察を行い、健康状態を把握するとともに学校や地域の流行状況等について情報収集し、必要な感染拡大防止対策を講ずること。

４　チームの活動については、※別紙「新型インフルエンザの発生に係るチーム活動の考え方について」を参考に、感染予防・感染拡大防止の趣旨を十分理解し、適切な対応をとること。

　　なお、選手の登校する地域の学校が臨時休業等の措置を講じた場合は、学校の措置に準じた活動の自粛を検討すること。
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※別紙　１
「新型インフルエンザの発生に係るチーム活動の考え方について」

１　活動前について

　○　活動前には、必ず、健康観察を行い、「インフルエンザ様症状」のある選手は、活動を自粛するよう指導する。
· 保護者に対し、学校登校前の検温や症状の有無等、毎日の健康観察の徹底を周知すること。

· 保護者と確実に連絡がとりあえる体制を、再度、確認すること。（※特に、緊急時の連絡体制）

２　活動について
　①　活動自粛の目安は、学校の休業措置の基準に準ずるものとする。

　　　＜活動自粛の目安＞

	
	インフルエンザ患者等の状況

【医師から診断されたもの】
	対　　応

	１
	チーム内で１～２名発生した場合
	当該選手の活動停止

【停止期間・・・医師の指導期間】

	２
	チーム内で複数名（１割）発生した場合（※学年は関係しない）
	チーム活動の停止

【停止期間・・・原則、４日間】

	３


	学校内で、学級閉鎖が行われた場合

	当該学年の選手の活動停止
【停止期間・・・学校の期間に準じる】

	４
	学校内で、学年閉鎖が行われた場合
	当該学年の選手の活動停止
【停止期間・・・学校の期間に準じる】

	５
	学校全体が臨時休業になった場合
	チーム活動の停止

【停止期間・・・学校の期間に準じる】

	６
	その他
・インフルエンザ様症状が疑われる選手が多数見受けられる場合
	チーム活動の停止を検討する。
＊早期治療が、早期回復、感染拡大を防ぐ。

＊体調がすぐれないときは、練習成果が見込めず、怪我等をする可能性がある。


②　活動停止中も、選手の健康状況の把握に努め、チーム全体の感染状況を把握する。

③　活動再開に際しては、選手の健康状態はもとより、学校の感染状況を参考にするとともに、保護者会と協議のもと、慎重に対処すること。
３　活動後について
　○　うがい、手洗い、「咳エチケット」の周知、徹底を図る。
４　大会（試合）について
　　学校やチームでの感染状況や各学校の対応措置を十分考慮し、各大会の開催について検討すること。

1 　県大会につながらない大会については、延期・中止を含め、自粛を検討する。
2 　県大会につながる大会については、県協会と協議のうえ、開催の有無(延期も含む)を検討する。
　③　練習試合についても、選手同士の交流が盛んに行われることから、チームでの感染状況や学校の措置等を考慮すること。
※別紙　２
１　インフルエンザ様症状とは
	1 ３８℃以上の高熱がある。

2 全身のだるさ・関節痛・喉の痛みなどがある。


２　ウイルスの侵入を予防する手洗い方法とうがいについて

	【手洗い】　手を洗うことによって、手に付着しているウイルスや細菌などの数を減らしたり、洗

い流したりしてしまうことが一番の感染予防です。

　　　　　　手洗いは、流水で３０秒以上かけてよく洗うことが原則です。手を洗ったあと、よく

乾かさないでおくと、残ったウイルスや菌が付着したまま生き続けるので、よく乾かす

か、清潔な布類、ペーパータオルなどできれいに拭きます。

　　　　　　石鹸を使う場合には、固形と液体がありますが、固形石鹸は表面に雑菌が付着しやす

いので、できれば液体石鹸が望ましいでしょう。

　　＜洗い方＞

　　　　　　①石鹸を使う場合には、手を十分ぬらし、石鹸をつける。

　　　　　　②手のひらをあわせ、よくこする。（力強く５秒）

　　　　　　③手の甲を伸ばすようにこする。（右も左もゴシゴシと５秒間）

　　　　　　④指先、つめの間もしっかりこする。（渦をえがくように５秒間）

　　　　　　⑤指の間も十分に。（よくこすりあわせて５秒間）

　　　　　　⑥親指を手のひらでねじり洗いする。（親指も忘れずに５秒間）

　　　　　　⑦手首も忘れずに。（５秒間）

　　　　　　⑧流水でよく流して、ペーパータオルなどで拭き、乾燥させる。　

【うがい】　うがいをして、口の中にいるウイルスや細菌などの数を減らしたり、洗い流したりし

ます。口の中をきれいに保てば、口からうつるインフルエンザや風邪などの感染症を防

ぐことができます。

＜うがいのしかた＞

①まずは、口の中をきれいにするために、水（または食塩水）を口に含み、強くクチ

ュクチュしながら口の中を２～３回洗い流す。

②今度は上を向いて、のどの奥の方で１０回くらいガラガラとうがいをする。（１０～１５秒間）

　　　　　　③さらに仕上げのうがいをする。（１０～１５秒間）


３　咳エチケットの勧め

	○　咳・くしゃみをする際にはティッシュなどで、口と鼻を押さえ、他の人から顔をそむけ１ｍ以上離れる。

○　鼻汁・痰などを含んだティッシュをすぐに蓋付きの廃棄物箱に捨てられる環境を整える。

○　咳をしている人にマスクの着用を促す。

○　マスクは、医療現場などで使用される「サージカルマスク」のような透過性の低いものが望ましい。子ども用のものも市販されているので、その子どもの口にフィットするマスクを着用することが大事である。

　　＊マスクの着用は、説明書を読んで正しく行う。

注意　マスクを着用しているからといって、完全に予防できるわけではないことに注意する。














